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要旨 ； ガ ス 圧 接継手 の 性 能評 価 と して ， 継 手 単体 の試験 にお い て ガ ス 圧 接 のふ く らみ 部分 で破 断 す る頻度が

相対的 に 高 い SD490 の 試験 結果 を分析 し，所要性 能 との 比較検討 を行 っ た。　 SD490 の 同鋼種 同径 お よび 異銅

種異径ガス 圧 接継手単体 の 性能評価試験 より，引張試験 に おける 強度と伸 び の 関係 を明らか に して 圧接部破

断 に対す る 強度基準を提示 す る と とも に、曲げ試験結果が引張試験結果と相関 しない こ とを示 した。さらに，

既往の RC 部分架構実験 の 結果に 基づ き，梁の 塑性 ヒ ン ジ領域 に 設 け る継手の 所要性能 につ い て 考察 し，強

度基準が概ね適当で あ る事，適切 に施 工 された ガス 圧接継手が所要性能を満た して い る事を示 した。

キーワード ； ガス 圧 接，高強度鉄 筋，継 手性能，梁，塑性 ヒ ン ジ領域

1．はじめ に

　 鉄 筋の ガ ス 圧 接 は，鉄筋 同 士 を直接つ なぐ継 手 の 標準

的な工 法と して 広く施 工 され て お り，重ね継手以 外 の 継

手 の 約 80％ を 占め て い る。 そ の
一

方で．機械式継 手や 溶

接継 手 の 性能判定 の た めに 行 う試験や評価基準 の 対象

か ら除外されて きた た め，い わ ゆ る構造部材 にお ける 引

張力 の 小 さい 部分以 外 に 使用す る 主 筋 の 継 手 と して の

性能評価がで きない状況 となっ て い た e 日本圧接協会 で

は，そ の よ うな事情 に鑑み て ， 溶接継手の 性能判定基準

に 準 じた 試験 を行 っ て
lxn

ガ ス 圧 接 継 手 の 性 能 を確 認 す

る と と もに，引張力 の 小さい 部分以外 に使用する A 級 ガ

ス 圧 接継手の 性能判定基準 と施工 時の 品質管理 要件を

定め て い る 。 本論文は ， その 試験の うち SD490 に関す る

試 験結 果 を さ ら に分析 す る と と もに，試験 で得られ た継

手 単体性 能 と鉄 筋 コ ン ク リート部材 中の 主 筋 の 継 手 に

必要とされる性能との 比較を行 うもの で あるe

　 こ れまで に 行われたガス 圧接継手の 試験
3）

では，塑性

域 にお い て 引張力 の 除荷と載荷を繰返 し た 後 に継手を

引張破断 させ る
一

方向繰返 し引張試験 と継手の 曲 げ試

験 が 行わ れ て い るが ，引張試 験 に お い て 圧 接面で 破断す

る ケース や曲げ試験 に お い て圧 接 面 で 折損す る ケース

に 関 して は，SD490 の ガス 圧 接継手 と SD390 以 下の 継手

で そ の 頻度に 差 異は な く，両者 と もそ の よ うな 破 壌 が 生

じる こ とは きわ めて 稀 で あ る。 それ に 対 して，圧 接 に よ

っ て 生 じ る ふ くらみ 部分 で の 破断や折損 が 生 じ る 頻度

は ，SD490 の 方が SD390 以下の 継手に 比 べ て 高 くな っ

て い るが，それを確実に防止するの は容易で ない ため，

そ れ らの 破 壊 が 生 じ る継 手 の 性 能の 定量 化 とそ の 影 響

を把握するこ と が重要となる。 本論文で 検討する試 験結

果 は，SD490の 同鋼種同径継手と SD490 を含む異鋼種異

径 継 手 に 関す る もの で あ る 。

2．SD490 同鍋種同径継手の 試験結果および検酎

2．1 試験概要

　SD490 の 同銅種 同径ガス 圧接継手につ い て 実施 した試

験の 試験体
一
覧を衰一1 に 示 す。試験種類は

一
方向繰返

し引張試験 と曲げ試験の 2 種類 で ある。各試験の 試験方

法の 概要を図
一1 お よび図一2 に 示す。一

方向繰返 し引

張試鹸 で は，試験体に 引張力を載荷 して 鉄筋 を降伏 させ ，

圧接面を中心とす る 6d （d ：鉄筋径） の 検長区間におけ

るひ ずみ が 3％ とな っ た 時の 応力 とそ の 応力の 5％の 応

力 の 問で 20 回 の 除荷 と載荷 を繰返 した 後，さ らに 引張

力 を加 え て試験体 を破断 させ る方法 と した 。 曲げ試験 は，

JIS　Z　2248 に よ る押し曲げ法と して，押 し金具が 当た る

部分 の みを削っ た 試験体を曲げ角度 90
°

ま で押 す こ と

と した。曲げ試験で は，継 手 種類ご とに 1本ずっ に 図一

3 に 示 す 曲 げ 引 張 側 とな る試 験体の リブ 上 に ポ ン チ マ
ー

ク を打刻して お き，30b ，45
°
，60

°
，90

°
の 曲げ角度時に
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図一2　曲げ試験方法 の 概要
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表
一1SD490 同鋼種同径ガ ス 圧接継手試験 の 試験体および試験結果一覧

跌 筋の 機械的 性質
一

方 向繰返 し引張試験 緕果 90
°

曲げ試験
継 手

記 号
鉄筋

鉄 筋

メーカー 降伏点

很〆面
2
）

引張 強 さ

（N〆m2 ）

伸び

（鮎）

圧 接

施 工 者

バ イ
ー

種類
試験 体

記 号

降伏 強度

（N／n2 》

引張強度

個／m2 ）
破断位置 試 験本数 試験 箱果

a A社 5｝769822   リング a −4520672 母 材
リブ 曲げ ：3
　 曲 　 　2

全 て○

eD29
横節

蹴 52869124   リング e
−1520676 母材

丿プ 曲げ ；3
　 　 ｝

全 て○

9 C社 5】568025   リング 9
幽1515676 母材｝臨z

リブ 曲げ ：3

　 　 i
全 て ○

kD29
ね じ節

A社 53873220   リング k−2529707 母材田 Z
リブ 曲げ ：3

　 　 ‘
全 て Q

bD35A 社 52268918   リング b−1529705 母材田 z
リブ 曲げ ：3

　 　 i　 ・2
全 て O

hD35
ね じ

C社 51468223   リング h−1512681 母材
リブ 曲げ ：3
　 曲 i ・2

全 て O

c −1499664 ．，孱驚轂．．輔 伽漁 λ．．圧欟 哲想 鮴 ．上
e A社 51070421   リング ，昌鹽．鹽鹽鹽

　 c −8
．鹽9隔・，■
　 500

．■鹽・鹽・9．■．．鹽，．
　 691 り4

dD41
横節

A社 c と同 じ鉄 筋   プ
ー
ン d−1498679 母材阯 Z

リブ 曲げ 二3
　 　 i　 2

全 て O

f B社 52270018   リング f−1519693 母材
リブ 曲げ ：3
　 　 げ ・2

全 て O

i C社 51767815   リング i−1513676 母材
リブ 曲げ ： 3
　 曲 酷 ・2 全 て ○

jD41
ね じ節

C社 i と同 じ鉄 筋   ゾーン 」
−1515678 母材田 Z リブ 曲げ ： 3

　　 げ・2 全 て○

1 A社 512697ig   サング 且一1502681 母材
リブ 曲げ ：3

　 　 ［　 2
全 て 0

（破 断位 置 の 脱明） 圧接部 ：圧 接 に よっ て 生 じた ふ く らみ 部分，母 材 HKZ ；ふ くらみ の 外側 1．　Od の 範囲，母材 ： 前記以外の 母材部分

圧 接面 ’

〉 、 、

リ ブ

10m 皿 L10mm
間 隔，範囲5d

＼

ユ

マ
ーキング ：

　曲げ外 面

図
一3　曲げ試験体の ポン チ マ

ー
キ ン グ

除荷 した うえで，ポ ン チ問の 距離を ノ ギス で 測定 した。

　表一1 中に 示 すよ うに
， 試験 に 供 し た 継手の 種類 は，

合計 12種類で ， 各継手種 類 にお い て ， 1本 を
一

方 向繰返

し引張 試験 に 充 て ，5 本 （3本 ： リブ曲げ，2 本 ：節曲 げ）

を 曲 げ試験 に充 て る こ と と した が，記号 c の 継手 は一方

向繰返 し引張試験で圧接部破断が 生 じたた め，予備材 と

し て 作製 し て お い た 継手を使用 して
一

方向繰返 し 引張

試験を 1本追加 した 。 使用 した鉄筋は D29，　 D35，　 D41

の SD490 の llS規格品 で ，各径 と も横節鉄筋 とね じ節鉄

筋 の 2 種類 を用 意 し，それ ぞれ 同 じ径 ・種 類 の 鉄 筋 を ガ

ス 圧 接 に よ り接合 した継 手 と した。D29 と D41 の 継手で

は，両 方 の 節形状 に つ い て，鉄 筋 メーカー別 の 継 手 を加

え てい る。ま た
，
D41 の 継手で は，両方の 節形状の 1 種類

ず っ に つ い て ，継手の 軸方向の
一

定幅を同時 に加熱する

ゾーン バ ーナーを用 い た 圧接に よ る も の を加 え て い る e

こ れ 以 外 の 継 手 の 圧 接に 使用 した バ ーナーは，
一

断 面 で

加熱 を行 うリン グバ ーナー
で あ る。継手の 作製 は，手 動

ガス 圧接技量 4 種の 資格者 3名が鉄筋の ガス 圧接 工 事標

準仕様 書
4） に 従 っ て行 っ た 。 圧 接する 鉄筋の 端 面 は，圧

接 直 前 に 冷 間 直 角 切 断 機 で 切 断 した ま ま と した 。 使 用 し

た 鉄筋の 機械的性質 は表
一1 中に 示す とお りで あ る。

、
bか

34

日

詞

嗣

酬

伺

酬

旧

H
月
HH

上

写 真一1　一方向繰返 し引 張 試験後の 破断状況
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鼕soo

≧

極
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　 一 　b
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一1　−
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 試験 体記号

図一4　一
方向繰返 し引張試験に よる継手強度

2，2 一
方向繰返 し引張試験結果および検討

　同 鋼 種 同 径 継 手 の
一

方向繰返 し引張試験結果の
一
覧

を表
一1 中に ，破断状況を写真

一1 に，試 験 に お け る降

伏強度 と引張強度を図
一4に 示す。12種類 の 継 手 の うち
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1 種 類（c
−1）で 圧 接に よ っ て 生 じた ふ く らみ 部分 （圧 接部）

で の 破断 が生 じた 。 ま た，5 種類 で はふ く らみ の す ぐ外

側 の，圧接時 の 加熱に よ っ て 軟化等の 熱影響が 考 え られ

る位置 （母材HAZ ）で破断 し，残 りの 6 種類は 圧 接部 か

ら離れた母材部分で 破断 してい る。なお，圧 接部破断 が

生 じた種類 c で は迫加 の 試験を行 っ た が，追加 試 験体 の

破断位置 は圧接部か ら離れ た 母材部分で あっ た。
い ずれ

の 継 手 で も，破断位置に よ らず ，降伏強度，引張強度 と

もに SD490 の JIS規格値 を上回る強度を示 して い る。

　鉄筋継 手 を構造部材の 塑性 ヒ ン ジが生 じる 部分 で 使

用 す る た め に は，強 度 の み で な く，ヒ ン ジの 塑性回 転を

保証す るに 足 る伸び 能 力 も必 要 とな る。そ こ で，こ の 試

験 にお け る各継手 の 伸び に つ い て 以 下 に検討す る。試験

に お け る継手 応力 と検長 6d に お け る ひ ず み の 関 係 を図

一5 に 例示す る 。 図一6 は，各継手に用い た 鉄筋 の 引張

強 さに 対 す る継 手 の 引張強度試験値の 比 と，試験 の 最大

荷重時 ひ ず みの プ ロ ッ トで あ る。 こ こ に ， 鉄筋 の 引張強

さは ミ ル シ
ート値で あ る た め，母 材破断で あっ て も継 手

の 引張強度と鉄筋の 引張強さは一
致 して い な い 。 しか し

プ ロ ッ トは，最大荷重時 ひ ずみが 8％以 上 の 群 と ， ひ ず

み が 約 7％の 母 材 HAZ 破断 試験体（k・2），ひ ずみ が約 5％

の 圧接部破断試験体（or1 ）とに 分け て 見 る こ とが で き る。

試験体 k・2 の 強度値は母材 の 引張強 さとほ ぼ同等で ある

が，図
一5 の 応カ ーひ ずみ 関係を見 る とひず み 70000μ

以後 に応力が低下 して お り， 母材 HAZ 部の 軟化 の 影響

も懸念 され る。また，試験体 “ 1 の 強度値は 明らかに 母

材の 引張強 さよ り低 い。こ れ らか ら，継手 の 伸 び は 試験

に おける強度によっ て 類推 で きる と思 わ れ る。 しか し ，

母 材破 断 以外 で 母 材 の 引張強さを知 る こ とはで きない

た め，試験で知る こ とがで きる継手 の 実降伏強度を基準

とす る継手の 伸び の 推定 につ い て も検討す る 。 図一7は，

本 試験 の すべ て の 継 手 の 実 降 伏 強 度 に 対 す る 引張 応 力

度 比 と継手の ひ ずみ との 関係 を，ひずみ 4〜6％ の 範囲で

プ ロ ッ トした図で ある。使用鉄筋の 降伏比等の 違い に よ

りばらつ きが あ るが ，
い ま ，

一
方向繰返 し 引張試験 に お

ける強度の 合格判定 基準 を実降伏 点の 1．3 倍 とする と，

平 均的に は 5％，低 く と も 4％ の 継手の 伸 び を保 証 し得

る もの と推定で きる 。 なお，この 4％ や実験結果の 5 な

い し 7 ％ とい う伸 び が 鉄筋 コ ン ク リート部材 中の 主筋

継手 と して 適当で あ る か に つ い て は，後 で 考察する 。

2．3 曲げ試験結果

　同鋼 種 同 径 継 手 の 曲 げ試 験 結果 の
一

覧を 表
一1 中に 、

試験後の 状況を写真
一2 に 示 す。12 種類の 合計 60 本の

曲げ試験の 結果，1本（c・5）で 曲 げ角度 60°に お け る圧接

部折れ が 生 じ， そ の 他の 59 本は 909 ま で の 曲 げ 試 験 で

折損しなか っ た。 図一8 に 圧接部折れを生じた継手と同

じ種類 の 継手の 曲げ ひ ずみ分布 を示 す 。 そ の 他の 種類 の
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写真
一2　同鋼主同径継手 の 曲げ試験結果例 （継手 M）

継手で も曲げひ ずみ分布は 同 じ傾 向 に あ り ，
ガ ス 圧 接継

手の 曲げ試験にお けるひ ずみは，ふ くらみ部の す ぐ外側
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図一8　同鋼種同径継手曲げ試験時の ひ ずみ 分布例

に集中 して 発生 してい る 。 これ に対 応す る よ うに，継手

の 変形 状 態 も膨 らみ の や や 外 側 で 屈 曲 する様相 を呈 し

て い た。曲げ引張側に 生 じ る最大 ひ ずみは，曲げ角度

45e 時に 約 20％ で ，90°

時 に は 30％ を超 え る きわ め て

大 きなひ ずみ に 達 して い る。

3．SD490 異鋼種 異 径 継 手 の 試 験結果およ び検討

3．1 試験概要

　SD490 の 異鋼種異径 ガ ス 圧 接継手 につ い て実施 した 試

験 の 試 験 体 一
覧を表一2 に 示 す。試験種類 は ， 同鋼種 同

径継手と同様 に，一
方向繰返 し引張 試験 と曲げ試験 の 2

種 類 で ある。試 験方法に っ い て も同鋼種同径継手 と同様

で ある が ， 異鋼種異径継手で は 接合する鉄筋の 強度や径

が 異 な る た め，一方 向繰返 し試 験の 繰返 し点を 3％ひ ず

み で は な く，低強度 となる側 の 鉄筋の 降伏点の 1．2 倍 の

応力 に達 した時点で 20 回 の 除荷と載荷を繰返 す こ と と

し，ひ ずみの 検長は細径側 の 鉄筋径 の 6 倍とした。また，

曲 げ試験 で は 押 し金具の 曲げ半径 お よ び 曲げス パ ン は

細径側の 鉄筋径 を基 準 と し， 曲 げ 半径 は保有治具の 都合

に よ り細径 側鉄筋の 約 2，5 倍 と した。

　試験 に供 した継手の 種類は合計 6 種類で，1丿JCで は

D35 ・SD490 を，　 MN ，O で は D41−SD490 を 基準鉄筋 と し

て ， そ れ ぞ れ 基準鉄 筋 よ り も低強度 となる鉄 筋を接合 し

て い る。継手 1と M は基準鉄筋 に対 して 1 サイ ズ 細径の

SD390 を圧 接 した異鋼種異径継手 で あ り，　 J と N は 基準

鉄筋と同 径の SD390 を圧接 した 異鋼種同径継手 ，
　K と 0

は 基準鉄筋 に 対 して 1 サ イ ズ 細径 の SD490 を圧接 した

同鋼種異径継手で あ る。 鉄筋 は 2社 よ り入 手 し ， ガス 圧

接は 2名の 手 動ガ ス 圧 接技量 4 種 資格者 が リン グバ ーナ

ーを 使 用 して 行 っ た、圧 接方法 は 標準仕様書
3）
に 従 っ て

実施 したが，特に異鋼種異径継手で の 方法の 規定は ない

た め ，圧 接 面 が密着 した後 の 幅 焼 き 工 程 に お い て，幅 焼

き 長 さ と加熱時間を加 減 して 圧 接面 が ふ くらみ の 中心

とな る よ うに 圧接作業 を行 っ た。

3．2 一方 向 繰返 し引張試験結果およ び検討

　
一
方向繰返 し引張試験結果 の

一
覧を表一2 中に，破断

状況 の 例を写真一3 に 示す。一
方向繰 返 し引張試験に よ

る破断は ， 全 て低強度 と な る鉄筋に お い て 生 じ，全 18

本 の 継 手 の うち，低 強度側 もSD490 の K −3 の 1本 がふ く

らみ 部 で 破断 す る 圧 接部破 断 とな り，や は り低強度側 が

SD490 となる K−3以 外 の継 手（K と 0）は 全 てふ くらみの

すぐ外側 で破断す る母材 HAZ 破断 とな っ た。一方，低

強 度 側 が SD390 で あ る 異 鋼 種 継 手 は 全 て 母材破 断 とな

っ て い る 。

一
般 に ， 加 熱に よ っ て ふ くらみ部 は 硬化 し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 写 真
一3　異 鋼種異 径継手 の 磯断状況

表
一2　SD490を含む異鋼種異径ガス 圧接継手試験 の 試験体およ び試験結果

一
覧

鉄 筋 の機 械 的性 質 　注 ） 一
方向繰返 し引張試験 go

°
曲 げ試験

継手

記号

鉄 筋

GD
鉄 筋

（L） 降 伏点

卵〆 
2
）

引張

強 さ

卵／ 

診

悼び

（拓）

圧 接

施 工者
試 験体

記 号

降伏

搬

α／ 
z

引張

強度

 
2
）

破 断位 置
試験体

記号
試験結果

51469922 1−1 443 632 母材 1−5 0
1

　D35
（SD490〕
A社製

　D32
（釧〕390》
A社製

卜 2 442 626 母材 1−6 O
433 鵬 24 1−3 437 616 母材 1−7 ○

1−（H｝ と同 じ鉄 筋
J−1 441 619 母材 」

−4 ○

J−5 圧 接 面折れ （36，5°）
J

　D35
（SD490）
且社製

　D35
（馴B9  

A社製

  」
−2 440 617 母材

J−6 圧接 面折れ （420
°

）

44162423 J−7」 −8 O
J−3 442 623 母材

J−9〜」
−L4 o

1−（由 と同 じ鉄 嬪
K−1 524 刪 母 材琳 ZK −5 0

K
　D35
（SD490）
A祉製

　D32
（馴）4go ）

融 製

K−2 525 693 母 材順 ZK −6 o
522   24 K−3 524 693 圧接部 K−7 0
52370220 闘

一
1 432 643 母材 鬮

一5 （L）側圧接部折れ （57．0°）

H
　D41
（SD4gω
黻

　D38

（SD3901A
社製

M−2 434 638 母 材 肺 o
429 鰯 23

題一3 436 645 騨 凹
一7 （L｝側 圧接 部折れ 〔725

°
｝

蝋H） と同 じ餓筋
N、1 438 635 母材 N−5 ○

N
　D41
（S図90）
B社製

　D仙
（SD39D）
B社製

  N−2 435 631 母 材 N−6 （H）側圧 接部折れ 〔300
°

）
430 　　 　618　　 20 N−3 437 632 母材 N−7 （D側 圧接 部折れ 〔510

°
）

陽  と同 じ鉄 筋
o−1 522 692 母材H黽 0−5 （D側圧 接部 折れ （39，5°）

0
　D41
（SD49ω
B仕製

　D38
（SD490）
β杜製

o−2 525 692 母 材H岨 岡 （L）側圧 　　折れ （45，ぴ ｝
518　　　 684　　　22 0−3 515 686 母材出 z ゆ 7 （L）側圧　 　折れ （255

°
）

注） 各継手 の 上 段 に   側鉄 筋，下段に （L＞側鉄筋の 機械的性質を記載
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その す ぐ外側は軟化す るが，こ の 結果 より，相対的 に

SD490 の 方が 加熱 に よる影響が機械的性質に 現わ れやす

い と推測され る 。
た だ し，図 一9 に 示す よ うに ，継手強

度はい ずれ も JIS規格値を 上 回 る強度を 示 して い る 。 異

鋼種異 径継手 の 破断 ま で の 伸び を知 る た め に ，本試験 で

は低強度側の 鉄筋に標点を打刻 してお き ， 破断後に標点

間の 伸び を 測定 した。図 一10は そ の 値と試験 に お け る引

張 強 度 と降 伏強度 の 比 をプ ロ ッ トした もの で あ る 。 試験

体に より標点間で 破断 した もの と標点外 で破断 し た も

の が あ り，前者 は破断伸 び を，後者は破断時の
一

様伸び

を測定 した こ とに な る。 同銅種同径継手 の 試験結果か ら，

継手 の 降伏強度 の 1．3倍以 上の 強度を確保すれば，最大

強度時の 伸 び が 平均 で 5％ とな る こ と を示 した が，こ の

図よ り，同強度比 を確保 した継手 の 破断時の
一

様伸び は

約 10％ と推定で き る。しか し，きわめて脆性的に圧接部

破断する場合 もあ るこ とか ら，同強度比 を確保 した 場合

の 継手の 伸びは，やはり4e／・程度と評価す べ き と考え る。

3．3 曲げ試 験結 果 お よび検討

　曲げ 試験結果 を表一2 中に ， 試験 後 の 試験体の 状況 を

写真一4 に示 す。異径 継 手 の 曲げ試験 で は 細径側が大き

く曲が り，曲げの 中心も細径側 にずれ て い く傾向が 顕著

で あ っ た。 記号 Jの 継手は圧接時 に火炎が圧接面か らず

れ て い た 懸 念 が あ っ た が，そ の 条件 で作製 した 4 本の 継

手 の うち 2本 で圧接面 折れ が 生 じ ， それ らの 破面 に は折

損の 起点 とな っ た フ ラ ッ ト破 面が観察された。そ の ため，

施 工 状況 を修 正 した継 手 を 6本 追加 して 作製 した と こ ろ，

それ らは全 て 90
°

まで 折損しな か っ た 。

一方 ， 圧 接部折

れ は，全 て D38 以 上 の 太 径 鉄 筋 で生 じて お り，一
方 向繰

返 し引張試験 で圧接部破断 が生 じた継手 K で も 90
°

ま

で折損して い ない 。 それ に 対 して、引張試験で 母材破断

で あ っ た継手 M ，N で 圧接部破断 が 生 じた ほ か ， 継手 0

は全数が圧接部破断とな っ た。異錆種異径継手の 曲げ試

験 に おける継手各部 の 曲げひ ずみ分布 を図
一11 に 例 示

す る 。 異 径 継 手の 曲げひ ずみ は細径側 に 集中 し，曲げ角

度 45e で 40％以上 の ひ ずみ に達して い る。

一方，異鋼

種同径継手 で は そ の よ うな傾向は な く，曲 げ角度45
°

に

お け る ひず み は 両 側 とも 20％ 程度 で あり， 同鋼種同径継

手 と同等で あ る。

　 以 上 の 結果 と 同 鋼種 同 径継手 の 結 果 を 合 わせ て 考 え

る と，曲げ試験 に おける圧 接部折れ と一
方向繰返 し引張

試験の 圧接部破断 は必ず しも相関せ ず，曲げ試験 に よ っ

て 引張 力 を受け る ガ ス 圧 接継手 の 伸 び 能力を評価 す る

こ とは 困難 で あ る 。 しか し ， 圧接施 工 に 問題がある場合

等の 圧接面 の 欠陥 につ い て は，曲げ試験の 方がそ れを検

知 しやす い た め，曲げ試験はその 目的に 限定 して 行 うべ

きと考えられ る。また，そ の 場合，表
一2中の J−5，J−6 の

よ うに 圧 接 面 で の 折損 は 比 較的 小 さい 曲げ角度 で 生 じ

脚
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　図一14　梁主筋 ひ ずみ

る こ とか ら，曲げ試験に お け る 曲げ角度は 459 で 上 記の

目的を達 し得る と考えられる。

4．RC 部材に おける鉄筋継手の 所要 性能に 関する考察

　こ こで は ， 以 上に 述べ た ガス 圧 接継手 の 単体性 能が RC

部材中の 鉄 筋継 手 と し て 適当 で あ る か に つ い て 考察 を

加 え る。RC 部材に お い て ガ ス 圧 接 の 対象 とな る 鉄筋 は，

柱や梁 の 主筋で あ り，建築構造物 の 場合，主筋降伏後 の

伸 び を期待する 箇所 は 梁 主筋 の 端 部 が 代表 的 で あ る 。 そ

こ で ， 主筋 に SD490 を 用い た柱梁部分架構実験
4）の 梁 主

筋 ひずみに 基づ い て 検討を行 う。

　検討対象 とした 実験の 試験体形状 ・配 筋を図 一12 に，

実験結果 の 柱 せ ん断力（cQ ）
一

層 間 変形角（R）関係を図 一

13 に 示す。柱 ・梁 と もに 主筋 は D22−SD490 で あ り，実

験 時 の コ ン ク リー ト強度 は ， 梁 が 40Ni  mi ， 柱 が 89

N！mm2 で あ る 。 破譲 モ ードは梁曲 け皸 鯉 で あ り，R・3°1e

以 後 で繰返 し載荷に 伴っ て や や耐力低下 して い る が ，全

体的 に安定 した履歴性状を示 した。この 試験体の 梁主筋

の 柱 フ ェ
ー

ス 断面（A）， 柱 フ ェ
ース か ら梁せ い 分離れ た 断

面 （C）と ， そ れ らの 中央 断 面 （B）に お け る一段 目主 筋 お よ

び 二 段 目主 筋 につ い て ひ ずみゲ
ージ に よ っ て 計測 した

ひ ず み と層間変形角 との 関係を図
一14に 示 す。柱 フ ェ

ー

ス 断面の 梁主筋 の ひ ず み は ，一
段 目．二 段 目 主筋 と も

R＝1％で L2％を超え，そ の 後，ひ ずみ の 計測がで き なく

な っ て い る。B 断 面 に お い て は，　 R ＝ 2％ で
一

段 目梁 主 筋

ひ ず み が 1．30／a 、
二 段 目が 0．7％程度 で あ り，C 断面 で は

R＝5％ ま で 降伏 ひ ずみ以下に 留ま っ て い る。建築物の 構

造架構 に お い て は，き わめ て 稀に 発 生す る大 地震 に 対す

る最大応答層間変形角を 1％程度に収 ま る設計と し，そ

れ に 対 す る余裕 を 考慮 し た架構設計変形 が R32 ％を超 え

ない 値 とす る の が一
般的で ある 。 ま た ， 主筋 の 継 手 を柱

フ ェ
ース 位置に設 け る こ とは 作業 ス ペ ース が 取 れ ず ，施

工的 に 困難 で あ る た め，ヒ ン ジ領域 内で 継手を設け る の

に現実的な箇所 は B 断面程度で ある とい える。結果か ら，

柱 フ ェ
ース か ら梁せ い の 1／2 の 断面位置 で の 梁 主 筋 に

所要 の 伸びは 2％に収まるもの と考えられ る 。 これに 対

して，前述 した ように，降伏強度の 1．3 倍 の 強度 を有す

る ガ ス 圧 接継 手 の 伸 び 能力 は 検長 6d の ひ ず み と して 4％

と推定で きる が，検長 に は 塑性変形を生 じない ふくらみ

部分を含む た め母 材部分に は 4％ 以 上の 伸び 能力が 期待

で き る こ と，6d とい う長 さが ヒ ン ジ領 域 長 に 比 べ て 十 分

に 小 さい こ とを考慮す る と，上記 の 伸び 能力 は 所要性能

に 照 ら して 適当 と判断 で きる。

5，まとめ

　標 準 仕 様 書
3）に 従 っ て 施 工 され た SD490 の 同鋼 種 同

径 ・異鋼種異径 ガ ス 圧 接継手の 単体性能確認 の た めの 試

験結果の 分析 と既往実験結果 に基 づ く RC 部分架構 にお

け る梁主筋の 所要 伸 び の 検討 を行 い
， 以下の 知見 を得 た 。

（1）一方 向繰返 し引 張 試験 に お い て 圧 接 部破 断 や 母 材

　 HAZ 破断 とな っ た継 手 で も，
一

様伸び と して 5％以

　 上 の 伸び を示 して お り，降伏強度 の 1．3倍以上 の 継手

　 強度を確保す る こ とで 4％以上 の 伸び を保証 し得 る。

（2）継手の 曲 げ試 験 に お け る圧 接部折れ と
一

方向繰 返 し

　 引張試験 の 圧接部破断 は 相関 しない が，施 工 時 の 問

　 題等 に起因す る 圧接面 の 欠陥の 検知 に は有効 で あ る。

（3）RC 架構 に お け る梁主 筋 の 伸 び の 所要性能 は 2％ 程度

　 と考えられ，適切 に施 工 され た ガ ス 圧接継 手 は こ の

　 性能 を満足 し得 る。
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